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第３節 第４次計画の施策の実施状況

第４次基本計画の施策の取組状況は、次のとおりです。
○：施策を十分に実施したもの
△：施策を実施したが、取組が不十分だったもの
×：施策を実施できなかった、あるいは中止（休止）したもの

１ 家庭系ごみ対策

施策
実施
状況

具体的な取組状況

１-１ 排出抑制（リフューズ、リデュース）の推進

ワンウェイプラスチックの削減 〇 鳥取県が行う「マイボトルキャンペーン」につい
て周知・啓発した。

生ごみの減量 〇 生ごみ処理機等の購入費補助を実施した。
ダンボール箱を利用した堆肥づくりセットの無
料配布を行った。

１-２ 適正な循環的利用（リユース、リサイクル、
熱回収）の推進

リユースの推進 〇 令和 5（2032）年 1 月に㈱ジモティーと、令和 6
（2024）年 6 月に㈱マーケットエンタープライ
ズとリユース活動の促進に関する協定を締結し、
周知・啓発を行った。

分別の徹底 〇 ごみの分別方法について、ごみ分別収集カレンダ
ー、ホームページ、市報、ごみ・資源物分別アプ
リ「さんあ～る」等を通じて、周知・啓発を行っ
た。

小型家電リサイクル 〇 市役所や公民館等で、家電製品（小型充電式電池
を含む）を回収し、国が認定した事業者に引き渡
すことで、再資源化を推進した。

クリーンセンターにおける熱回収 〇 ごみ焼却量の調整等により、安定的なごみ焼却を
行い、効率的に熱回収し発電を行った。
発電した電力は、地域電力会社のローカルエナジ
ーに売却した。また、下水道施設への電力の供給
（自己託送）を行い、エネルギーの地産地消を進
め、温室効果ガス排出量の削減に努めた。
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２ 事業系ごみ対策

施策
実施
状況

具体的な取組状況

2-1 事業系ごみの現状把握

事業系ごみの組成分析 × 事業系ごみの組成分析に代えて、米子市クリーン
センターへの搬入記録の確認により、事業系ごみ
の発生抑制、適正処理を進めることとしたため、
事業系ごみの組成分析は実施していない。

事業者別の排出量分析 △ 許可業者に取引先の収集量について、聞き取りを
行った。

2-2 4R の推進

業種別の取組 〇 事業所向けのパンフレットを作成し、主に紙ご
み、食品残渣、木くずを排出する事業者に対して、
適正処理・資源化への協力を求めた。

多量排出事業者への取組 〇 クリーンセンターに多量の廃棄物を搬入してい
る事業者を訪問し、適正処理について指導を行っ
た。

許可業者への取組 〇 許可業者に対して、産業廃棄物や資源物をクリー
ンセンターに搬入しないよう指導した。

市役所の取組 〇 特定個人情報に留意した上で、OA 用紙の裏面再
利用、再資源化に努めた。
学校給食から発生する食品残さの堆肥化に努め
た。
市有施設から発生する草・木の資源化に努めた。

2-3 その他

グリーン購入の推進 〇 グリーン購入法に関する情報を事業者へ提供し、
環境負荷低減に資する物品の調達を促した。
市役所での調達物品について方針を定め、リユー
ス製品、リサイクル製品等の優先調達に努めた。

紙おむつリサイクルの研究 〇 近隣の自治体の取り組みを調査した。
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３ 食品ロスの削減【米子市食品ロス削減推進計画】

４ 本市の実情に応じたごみ処理システムの構築

施策
実施
状況

具体的な取組状況

3-1 共通事項
（家庭系食品ロス及び事業系食品ロスの削減）

〇 食品ロス削減月間（10 月）・食品ロス削減の日
（10 月 30 日）の周知を行った。
鳥取県と連携し、フードドライブの活動を行い、
フードバンクへの寄附を行った。

3-2 家庭系食品ロスの削減 〇 「食品ロスダイアリー」をホームページに掲載
し、施設見学者等への配布を行った。
ふれあい説明会等で周知を行った。

3-3 事業系食品ロスの削減 〇 「３０１０運動」について啓発を行い、宴会時の
食品ロスの削減を図った。

施策
実施
状況

具体的な取組状況

4-1 家庭系ごみ収集・運搬体制

ごみ収集袋について △ 資源物の店頭回収を促進したことで、ごみ袋の使
用を減らすことができた。
バイオマスプラスチック袋については、製造コス
ト、耐久性、原材料の安定供給等、いくつかの課
題が考えられ、導入について継続して検討してい
く。

収集区分・収集方法について 〇 牛乳パック、再利用ビン等について、収集量が
年々減少している状況を踏まえ、令和６年 4 月
に収集区分と収集回数を変更した。

混合ごみ対策 〇 令和 4（2022）年度、実証事業を行い、その結果、
かかる経費が想定を大きく超えたため、実施困難
であると判断した。
市内に、混合粗大ごみの処理が可能な一般廃棄物
処分業の許可業者が存在するため、それら事業者
と協力し、民間事業として混合粗大ごみの処理を
進めることとした。

高齢者・障がい者対策 〇 福祉保健部局と環境部局が連携したプロジェク
トチームにより協議・検討を行った。アンケート
調査による実態把握、簡易版のごみ分別ガイドの
作成と配布、既存の福祉制度を活用した時間制限
のないごみステーションの設置に向けた実証事
業の実施などを行った。

４-２ 事業系ごみ収集・運搬体制 〇 啓発パンフレット、ホームページまた事業者の訪
問を行う等、適正なごみ排出について周知・啓発
を行った。
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５ 普及啓発・環境教育の推進

６ 災害廃棄物対策

４-３ 中間処理計画

可燃ごみについて 〇 クリーンセンターで発生した焼却灰はセメント
原料化により再資源化を行った。
クリーンセンター長寿命化計画に基づき、安定的
な施設の稼働を行った。

不燃・不燃性粗大ごみ、資源物について 〇 ごみは中間処理し、資源化を優先的に行い、資源
化が困難なごみについては、焼却処理または最終
処分を行った。

４-４ 最終処分計画 〇 中間処理後の不燃残渣を最終処分場において埋
立て処分した。

４-５ 広域連携の推進 〇 中間処理施設及び最終処分場の候補地となって
いる地域に対して、鳥取県西部広域行政管理組合
が行う説明会に地元自治体として同席し、丁寧な
対応に努めた。

施策
実施
状況

具体的な取組状況

５-１ 普及啓発・情報提供の推進 〇 ごみ分別収集カレンダー、ごみ・資源物分別アプ
リ「さんあ～る」等を活用し分別ルールの周知、
啓発及び情報提供を行った。

５-２ 環境教育の推進 〇 令和 5（2023）年度総合（探求）学習での提案を
基に作成した「４R 推進日めくりカレンダー」を
市内小学４年生に配布した。
公民館講座等を通じ、普及啓発・環境教育に取り
組んだ。

施策
実施
状況

具体的な取組状況

6 災害廃棄物対策 〇 令和 4（2022）年度米子市にて災害廃棄物仮置場
設置運営に関する実地訓練を実施した。
仮置場の選定に係る検討を行った。
国・県が行う災害廃棄物対策に係る訓練・研修に
参加した。
令和 6（2024）年度発行「よなごみ通信」にて大
規模災害時のごみ出しについて広報を実施した。
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７ 不法投棄・ポイ捨て対策

８ 海岸漂着物対策

施策
実施
状況

具体的な取組状況

７ 不法投棄・ポイ捨て対策 〇 市内全域で巡回ルートを設定しパトロールを実
施した。また、不法投棄が多発する地域には監視
員を配置し、重点的な監視活動を行うことで、早
期発見と迅速な対応を図った。

施策
実施
状況

具体的な取組状況

８ 海岸漂着物対策 〇 海岸清掃を行う団体などに対し、ボランティア袋
を配布し、ごみの回収を実施することで、清掃活
動の促進に努めた。


